
FCC情報と著作権

この機器は、FCC規則の第15部に基づき、クラスBデジタル機器の制限に準拠しているこ
とがテストされ、確認されています。これらの制限は、住地設備での有害な干渉から合
理的に保護するように設計されています。本製品は、無線周波数エネルギーを発生・使
用・放射する可能性があり、本書の指示に従わず設置・使用した場合、無線通信に有害
な干渉を引き起こす可能性があります。また、特定の設置場所で干渉が発生しないこと
を保証するものではありません。

当社は、ここに記載されている内容に関していかなる表明や保証も行わず、特に商品性
や目的への適合性についての保証は一切行いません。さらに、メーカーは事前にユー
ザーに通知する義務を負うことなく本書を改訂し、本書の内容を変更する権利を留保す
るものとします。

メーカーの許可なく本書の一部または全部を複製することは禁止いたします。

本取扱説明書の内容は予告なく変更されることがあります。万が一、本取扱説明書に記
載されている内容に誤りがあった場合でも、当社は一切の責任を負いかねますのでご了
承ください。記載されているブランド名、製品名は各社の商標です。

Dichiarazione di conformità sintetica
Ai sensi dell’art. 2 comma 3 del D.M. 275 del 
30/10/2002
Si dichiara che questo prodotto è conforme 
alle normative vigenti e soddisfa i requisiti 
essenziali richiesti dalle direttive 
2004/108/CE, 2006/95/CE e 1999/05/CE
quando ad esso applicabili

適合の短宣言

この製品は、施行されている法律に準拠
しており、これらの法律が適用される場
合は常に、指令2004/108 / CE、
2006/95 / CE、および1999/05 / CEで
指定されているすべての必須要件を満た
していることを宣言します。



2 | Table Of Contents

目次

FCC情報と著作権........................................................................................................ 1

チャプター1: 初めに.................................................................................................................. 3

1.1 まず初めに ........................................................................................................................... 3
1.2 パッケージチェックリスト......................................................................................................... 3
1.3 仕様 ......................................................................................................................................... 4
1.4 背面パネルコネクタ................................................................................................................ 5
1.5 マザーボードレイアウト........................................................................................................... 6

チャプター2: ハードウェアインストール........................................................................................ 8

2.1 CPUの取り付け....................................................................................................................... 8
2.2 CPUクーラーの取り付け....................................................................................................... 10
2.3 冷却ファンの接続………………………………………………………………………………………………………... 11
2.4 システムメモリの取り付け.................................................................................................... 12
2.5 拡張スロット.......................................................................................................................... 13
2.6 ジャンパーピンとスイッチピンなどの接続............................................................................ 16
2.7 ヘッダーとコネクタ................................................................................................................ 17

チャプター3: UEFI BIOSとソフトウェア........................................................................ 21

3.1 UEFI BIOS設定........................................................................................................................ 21
3.2 BIOSアップデート..................................................................................................................... 21
3.3 ソ フ ト ウ ェ ア ....................................................................................................................... 25

チャプター4: 役立つ情報..........................................................................................................35

4.1 ドライバーのインストール..................................................................................................... 35
4.2 AMI BIOSのビープコード....................................................................................................... 36
4.3 AMI BIOSのポストコード....................................................................................................... 36
4.4 トラブルシューティング.......................................................................................................... 38
4.5 Intel® Optane™テクノロジー.................................................................................................. 39



Chapter 1: Introduction | 3

B660GTN

チャプター 1: 初めに

1.1 まず初めに
この度は本製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。
マザーボードの取り付けを始める前に以下の内容をよくお読みください
十分な明るさのある、乾燥し安定した作業環境を用意してください。
 作業を行う前に、必ずコンピュータをコンセントから外してください。
 マザーボードを静電気防止袋から取り出す前に、安全に接地した電気器具に触れたり、

適切に接地された静電気防止リストバンドなどを使用して静電気を除去してください。
 必要な場合を除き、マザーボード上の部品やボードの背面には触れないようにして

ください。ボードの端を持つようにし、ボードを曲げないように気をつけてください。
 各種パーツを取り付け後、 ケース内に固定されていない小さな部品が残らないようにしてください。

他の部品と接触し、ショートによる機器の故障の原因となります。
 コンピュータを熱の原因となるところや、湿度の高い場所、水などの危険な場所から遠ざけてください。
 コンピュータの動作温度は、0~45℃の範囲を保つようにしてください。
 怪我を防止するために、以下の事に注意してください。

ヘッダーやコネクタ等の鋭いピンによる怪我
筐体のエッジや荒れた角の尖った部分による怪我
ショートの原因となる、配線の損傷

1.2 パッケージチェックリスト

 シリアル ケーブル

 アンテナアクセサリ



 フルセットアップドライバー

»販売地域や販売されたモデルにより、パッケージ内容が異なる場合があります。お住まいの地域の
標準パッケージについては、販売店または正規代理店にお問い合わせください。

注釈
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1.3仕様

仕様

CPUサポート

第12世代Intel® Core™ i9/ i7/ i5/ i3プロセッサー及びIntel® Pentium® プロセッサー/LGA1700パッケージの
Intel®Celeron® プロセッサーをサポート
* CPUサポート一覧は、www.biostar.com.tw を参照してください。

チップセット Intel® B660

メモリー

デュアルチャンネルDDR4-
をサポート

2x DDR4 DIMMメモリースロット、最大64 GBメモリーをサポート
各DIMMは非ECC 4/ 8/ 16/ 32GB DDR4 モジュールをサポート
Intel® Extreme Memory Profile (XMP)メモリーモジュールをサポート
*メモリーサポート一覧は、www.biostar.com.twを参照してください。

ストレージ

-- 合計でM.2ソケットｘ2、SATA III (6Gb/s) ポートx4をサポート
4x SATA III コネクタ(6Gb/s) : AHCI & Intel® Rapid Storage Technologyをサポート
1x M.2 (M Key) ソケット (M2_PCIEG4_64G):
M.2 Type 2280 SSDモジュール対応
PCI-E 4.0 x4 (64Gb/s) - NVMe/ AHCI SSD 
1x M.2 (M Key) ソケット (M2_PCIEG4_64G_SATA):
M.2 Type 2280 SSDモジュール対応
PCI-E 4.0 x4 (64Gb/s) - NVMe/ AHCI SSD & SATA III (6Gb/s) SSD対応
Intel® Rapid Storage Technology and Intel® Optane Technology対応

LAN Realtek RTL8125B
10/ 100/ 1000/ 2500 Mb/s オートネゴシエーション, 半分 / 全二重の機能

音声コーデック
ALC1220
7.1 チャンネル, HDオーディオ, Hi-Fi(Front + Rear)

USB
2x USB 3.2 (Gen1) ポート (内部ヘッダー経由で2つ) 
4x USB 3.2 (Gen2) ポート (背面I/Oに4つ)
4x USB 2.0 ポート (背面I/Oに2つ、内部ヘッダー経由で2つ)

拡張スロット 1x PCIe 5.0 x16スロット

背面I/Os

2x WIFI アンテナポート
1x PS/2キーボード/ マウスポート（兼用）
1x HDMIポート
1x DP ポート
4x USB 3.2 (Gen2)ポート
2x USB 2.0 ポート
3x オーディオジャック

内部I/Os

4x SATA III コネクター (6Gb/s)
1x M.2 (E Key) ソケット : 2230 type Wi-Fi、Bluetoothモジュール、Intel® CNViをサポート
1x USB 2.0 ヘッダー (各ヘッダーは2つの2 USB 2.0ポートをサポート)
1x USB 3.2 (Gen1) ヘッダー (各ヘッダーは2つのUSB 3.2 (Gen1) ポートをサポート)
1x 8ピン電源コネクタ
1x 24ピン電源コネクタ
1x CPUファンコネクタ

1x CPU水冷コネクタ(CPU_OPT)
1x システムファンコネクタ
1x フロントパネルヘッダー

1x フロントオーディオヘッダー
1x 内部ステレオスピーカーヘッダー
1x CMOSクリア用ボタン
1x LED ヘッダー (5V)
1x LED ヘッダー (12V)
* M.2 (E key) Wi-Fi カードは付属しません

フォームファクター Mini-ITX, 170 X 170mm

OSサポート
Windows 10(64bit) / Windows 11(64bit)
* Biostarは、予告なしにOSのサポートを追加または削除する権利を有します。

1866/ 2133/ 2400/ 2666/ 2800/ 2933/ 3200/ 3600(OC)/ 3800(OC)/ 4000(OC)/ 4133(OC)/ 
4333(OC)/ 5000+(OC) 
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1.4背面パネルコネクタ

Note

»  HDMI/ DPは、Intel®統合グラフィックス・プロセッサーでのみ動作します。
» 最 大 解 像 度

HDMI 2.0 (4096 x 2160 @60Hz)
DP 1.2 (4096 x 2160 @60Hz)

» オ ン ボ ー ド 出力は、 2画面同時出力を サ ポ ー ト し て お り 、 デ ィ ス プ レ イ 出力の設定 は
intelのグ ラ フ ィ ッ ク ス ・ ド ラ イ バ ー ・ ユ ー テ ィ リ テ ィ ー で 変更が可能です 。

»フロントHDオーディオジャックを使用し、ヘッドセットに繋ぐとリアサウンドは自動的に 無効になります。

» WiFiア ン テ ナ ポ ー ト はE Keyモ ジ ュ ー ル を 別途搭載 し セ ッ ト ア ッ プ す る こ と で 使 用可
能となります。Wi-FiやBluetooth機 能 を利 用することがで き ま す。
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1.5 マザーボードレイアウト

Note

» マークは第１ピンを示します。
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マザーボード本体の裏面



チャプター 2:ハードウェアインストール

2.1 CPUの取り付け
スッテップ 1: マザーボードの ソケットを確認します。

Note

» 取り付け前にソケットカバーを取り外し、今後必要になる場合に備えて大切に保管してください。

CPUを取り外した際には、ソケットカバーを取り付けてCPUのピンが破損しないようにしてください。

» ソケットカバーは2種類ありマザーボード製品によって異なります。ソケットカバーの取り外し方

法は以下を参照してください。

ステップ 2: ILM レバーを開き、プレートをゆっくり持ち上げて開きます。

ステップ 3: CPU本体をソケットに合わせて装着します。
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ステップ 4: プレートを閉じます。

ステップ 5:ソケットカバーを取り外します。

ステップ 6: ILMレバーと固定ラッチを閉じます。

Note

» CPUがLGA1700ソケットに対応していることを必ず確認してください。

» CPUは正しい向きにしか収まりません。CPUの破損を防ぐため誤った向きで無理にソケットへ挿入し

ないでください。
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2.2 CPUクーラーの取り付け
ステップ 1:（以下Intel®製リテールクーラーのこと）CPUクーラーをCPUの上に置き、4つのプッ

シュピンの位置がマザーボードの穴に合っていることを確認してください。取り付けの向きは、
ファンケーブルがCPUファンコネクタに最も近い位置になるようにするのがお勧めです。

ステップ 2:CPUクーラーを所定の位置に固定するために、対角線上にある2つのプッシュ

ピンを同時に押し下げます。各プッシュピンが所定の位置にロックされると、カチッと音が
します。

» 必 要 に 応 じ て 、 C P U ク ー ラ ー を 取 り 付 け る 前 に 、 C P U 上 に サ ー マ ル グ リ ス

（ 熱 伝 導 グ リ ス ） を 塗 布 し て く だ さ い 。
» CPUファンコネクタの接続を忘れずに行ってください。
» Intel®純製リテールクーラー以外のCPUクーラーを使用する場合は、使用するCPUクーラー

の取り付けマ ニ ュ ア ル を 参 照 し て く だ さ い 。

注釈
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2.3 冷却ファンの接続
パソコンに内蔵されている冷却ファンに対応したファンヘッダーです。
ファンのメーカーに よってファンケーブルやコネクタが異なる場合があります。

CPU_FAN/ CPU_OPT: CPU ファンヘッダー

Pin Assignment

1 Ground

2 +12V

3 FAN RPM rate sense

4 AI Fan Control

SYS_FAN1: システムファンヘッダー

Pin Assignment

1 Ground

2 +12V

3 FAN RPM rate sense

4 AI Fan Control

Note

» CPU_FAN, CPU_OPT, SYS_FAN1は、4ピンおよび３ピンのファンコネクタに対応し

ています。コネクタへ接続する場合は、赤線が「+プラス」でピン#2に、黒線が「－グラ

ウンド」でピン#1(GND)に接続する必要がありますのでご注意ください。

» CPU Fan Header (CPU_OPT)は水冷ファンと CPUファンをサポートしています。
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2.4 システムメモリの取り付け

DDR4 メモリモジュール

ステップ 1:DIMMスロットのロックを外側に押してロックを開きます。DIMMの切り欠きが、ス
ロットの凹凸と一致するように、DIMMをスロットに合わせます。

ステップ 2:ロックがカチッと音を立てて閉じ、DIMMが適切に固定されるまで、DIMMをスロッ

トに垂直にしっかりと挿入します。

Note

» DIMMがスムーズに入らない場合は、無理に力を入れないでください。一旦メモリを取り外し、差し込み
向きをよく確認してから、再度差し込みをしてください。
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メモリー容量
DIMM ソケットの位置 DDR4 モジュール メモリーサイズの合計
DDR4_A 4GB/8GB/16GB/32GB

最大64GBDDR4_B 4GB/8GB/16GB/32GB

デュアルチャンネルメモリーの取り付け

デュアルチャンネル機能を有効にするには、以下の条件を参照してください。 表に示
すように、同じ容量のメモリーモジュールをペアで設置してください。

Dual Channel Status DDR4_A DDR4_B
Disabled X O
Disabled O X
Enabled O O

(O印はメモリ取り付けスロットを示します)

Note

»複数のメモリーモジュールを搭載する場合は、同容量・同ブランド・同シリーズのメモリを搭
載することをお勧めします。

2.5 拡張スロット

PCIEG5X16: PCI-Express Gen5 x16 スロット (x16 動作)

PCI-Express 5.0に準拠

このPCIeスロットの最大帯域幅は128GB/sです。
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M2_PCIEG4_64G: M.2 (M Key) ソケット

• M.2 Type 2280 SSDモジュールをサポート

• PCI-E 4.0x 4 (64Gb/s) - NVMe/ AHCI SSD

• Intel® Rapid Storage Technology、Intel® Optane Technologyをサポート

M2_PCIEG4_64G_SATA: M.2 (M Key) ソケット

• M.2 Type 2280 SSDモジュールをサポート

• PCI-E 4.0x 4 (64Gb/s) - NVMe/ AHCI SSD & SATA III (6Gb/s) SSD

• Intel® Rapid Storage Technology、Intel® Optane Technologyをサポート

HYBRID_WIFI6: M.2 (E Key) ソケット (M.2 (E key) Wi-Fiカードは付属していません)

• M.2 socket 2230モジュールをサポートしています。

• WiFi/ BluetoothモジュールとIntel® CNVi (統合型 WiFi/ BT)をサポートしています。

Note

» M.2スロット(M2_PCIEG4_64G_SATA)でSATASSDモジュールを使用する場合、SATA_4コネクタ
は無効になります。
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拡張カードの取り付け
次の手順で拡張カードを取り付ける事が可能です

• 拡張カードを取り付ける場合は、その製品の取扱説明書をよくご確認ください。
• PCケースのネジ、カバー、スロットブラケットを取り外します
• マザーボードの拡張スロットへ拡張カードを完全に固定します。
• 拡張カードのメタルブラケットをPCケースのバックパネルにネジで固定します。(VGAカードを取り付

ける場合)
• PCケースのカバー、ネジを元の位置へ設置します。
• コンピュータの電源を入れ、必要に応じて拡張カードのBIOS設定を変更します。
• 拡張カードの関連ドライバーをインストールします。

Note

» ネジの取り付け・取り外しを行う場合は、M2タイプのドライバーが必要になりますので、ご注意くだ

さい。仕様に合わないドライバーを使用するとネジが破損する可能性がありますので、使用しない

ことをお勧めします。
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2.6 ジャンパーピンとスイッチピンなどの接続

下図は、ジャンパーピンの使用方法を示しています。ジャンパーキャップがピンに接続されていれば
ジャンパーは「Close」、ジャンパーキャップが接続されていなければ「Open」となります。

Pin opened Pin closed Pin 1-2 closed

JCMOS1: CMOSクリア用ジャンパーピン

このジャンパーピンは、BIOSに大きく関わる部分でCMOSデータを復元することができます（CMOS クリ
ア）。必ず下記の手順に従っていただき、慎重に扱ってください。

Pin 1-2 Open: 

Normal Operation (Default)

Pin 1-2 Short:

Clear CMOS data

CMOSクリアの手順:

1. 電源オフの状態でACケーブルを取り外します。
2. ジャンパーピンのPin1-2をCloseにし ショートさせます。ドライバー等の金属製の細い

道具でピン同士に触れる方法も可能です。
3. ショート後 5秒程度待ちます。
4. CMOSクリア後、ジャンパーが「 Pin 1-2 Open 」の状態であるを確認してください。
5. ACケーブルを接続し、電源を入れます。
6. デフォルトのBIOS設定が読み込まれCMOSに設定保存されます。
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2.7  ヘッダーとコネクタ
ATX:  ATX 電源コネクタ
最新のATXフォームファクタに対応した電源ユニットのATX24ピンを使用す
ることをお勧めします。コネクタを接続する際は正しい向きであることを確認してください。

Pin Assignment Pin Assignment

13 +3.3V 1 +3.3V

14 -12V 2 +3.3V

15 Ground 3 Ground

16 PS_ON 4 +5V

17 Ground 5 Ground

18 Ground 6 +5V

19 Ground 7 Ground

20 NC 8 PW_OK

21 +5V 9 Standby Voltage+5V

22 +5V 10 +12V

23 +5V 11 +12V

24 Ground 12 +3.3V

ATX_12V_2X1: CPU用電源コネクタ
CPU電源回路に+12Vを供給するコネクタです。使用する電源ユニットのCPU電源プ
ラグが4ピンの場合はATX_12V_2X1の 1-2-5-6 ピンに取り付けてください

Pin Assignment

1 +12V

2 +12V

3 +12V

4 +12V

5 Ground

6 Ground

7 Ground

8 Ground

Note

» システムの電源を入れる前に、ATX, ATX_12V_2X4_1、ATX_12V_2X4_2コネクタが接続
されていることを確認してください。

» システムに十分な電力が供給されていないと、PC の動作が不安定になったり、周辺機器が正常に
動作しなくなる事があります。多くの電力を消費するPC 構成になる場合は、大容量電源ユニットの
使用をお勧めします。
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F_PANEL: フロントパネルヘッダー

この10ピンヘッダーには、電源スイッチ・リセット・HDD LED ・電源LEDが含まれます。

Pin Assignment Function Pin Assignment Function

1 HDD LED(+) HDD  

LED

2 Power LED (+) Power  

LED3 HDD LED(-) 4 Power LED (-)

5 Ground Reset

Button

6 Power Button Power-On

Button7 Reset Control 8 Ground

9 NC NC 10 NA NA

SPKR:ビープ音スピーカー用ヘッダー

ビープ音スピーカーをこのヘッダーに接続してください。

Pin Assignment

1 +5V

2 N/A

3 N/A

4 Speaker

SATA_1/ SATA_2/ SATA_3/ SATA_4: Serial ATA 6.0 Gb/s コネクタ

SATAケーブルを使用して、 や ハードディスク、光学ドライブを接続します。

Pin Assignment

1 Ground

2 TX+

3 TX-

4 Ground

5 RX-

6 RX+

7 Ground



Chapter 2: Hardware installation | 19

B660GTN

F_USB32_A-5G1: USB 3.2 (Gen1) ポートフロントパネルヘッダー

このヘッダーは、PCケースのフロントパネルのUSBポートと接続し、さまざまな外部周

辺機器を使用することができます。
Pin Assignment Pin Assignment

1 VBUS0 11 D2+

2 SSRX1- 12 D2-

3 SSRX1+ 13 Ground

4 Ground 14 SSTX2+

5 SSTX1- 15 SSTX2-

6 SSTX1+ 16 Ground

7 Ground 17 SSRX2+

8 D1- 18 SSRX2-

9 D1+ 19 VBUS1

10 ID 20 Key

F_USB20_1: USB 2.0ポートフロントパネルヘッダー
このヘッダーは、PCケースのフロントパネルのUSBポートと接続し、さまざまな外部周
辺機器を使用することができます。

Pin Assignment

1 +5V (fused)

2 +5V (fused)

3 USB-

4 USB-

5 USB+

6 USB+

7 Ground

8 Ground

9 Key

10 NC

F_AUDIO1: フロントパネルオーディオヘッダー

このヘッダーを使用することで、 HDおよびACʼ97オーディオ規格に対応したシャーシ

マウントのフロントパネルオーディオI/Oを接続することができます。
HD Audio AC’97

Pin Assignment Pin Assignment

1 Mic Left in 1 Mic In

2 Ground 2 Ground

3 Mic Right in 3 Mic Power

4 GPIO 4 Audio Power

5 Right line in 5 RT Line Out

6 Jack Sense 6 RT Line Out

7 Front Sense 7 Reserved

8 Key 8 Key

9 Left line in 9 LFT Line Out

10 Jack Sense 10 LFT Line Out

»  次ページへ続く
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Note

» フロントHDオーディオジャックを使用時にヘッドセットを接続すると、リアオーディオジャックは自
動的に無効になります。

» マザーボードのHDオーディオ機能を使用する場合は、HDオーディオヘッダーにフロントパネル
HDオーディオモジュールを接続することをお勧めします。

» ACʼ97のフロントオーディオ出力ケーブルが勝手に検出されてしまう場合は、「フロントパネル
ジャック検出」を無効にしてみてください。この機能は、O.S.搭載のサウンド設定で確認できます。

12V_LED: RGB LED デバイス (5050 SMD) ヘッダー

このヘッダーは、RGB LEDデバイス(5050 SMD)用の12V電源とRGB制御ピンです。

Pin Cable Color Assignment

1 12V (Black) VCC12

2 G (Green) LED_GREEN

3 R (Red) LED_RED

4 B (Blue) LED_BLUE

5V_LED: アドレサブル RGB LED デバイス (WS2818B) ヘッダー

このヘッダーはアドレサブルRGB LED デバイス (WS2818B)用の5V電源とデータ制御ピンです。

Pin Assignment

1 VCC5

2 Data

3 N/A

4 GND

Note

» LEDデバイスに適切なピンが接続されていることを確認してください。誤った接続は、LEDデバイスやマ
ザーボードを損傷する可能性があります。

» 12V_LEDコネクタは、3A（12V）の最大電力定格を持つ5050 RGB LEDストリップをサポートしています。
» 5V_LEDコネクタは、最大300個のLED WS2818BアドレサブルRGB LEDストリップをサポートしてお り、

最大定格電力は3A (5V)です。

» LED の制御には、Vivid LED DJ ソフトウェアを使用してください。ソフトウェアの詳細な設定方法につ
いては、チャプター3.3を参照してください。
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チャプター 3: UEFI BIOS とソフトウェア

3.1 UEFI BIOS 設定
• BIOSセットアッププログラムは、コンピュータのBIOS設定を表示および変更

するために使用することができます。BIOSセットアッププログラムは、パワーオンセルフテスト(POST)メ

モリーテストが開始された後、オペレーティングシステムの起動が始まる前に<DEL>キーを押すことで

アクセスできます。

• UEFI BIOSの設定の詳細については、当社WebサイトのUEFI BIOSマニュアルを参照してください。

3.2 BIOSアップデート

BIOSは以下のいずれかのユーティリティーを使用して更新することができます：

• BIOSTAR BIO-Flasher
このユーティリティーを使用して、ハードディスク上のファイル、USBドライブ（フラッシュドライブまたはUSBハード
ドライブ）、またはCD-ROMからBIOSを更新することができます。

• BIOSTAR BIOSアップデートユーティリティー
Windows環境下での自動更新を可能にします。このユーティリティーを使用して、ハードディスク上のファイル、
USBドライブ（フラッシュドライブ、USBハードドライブ）、CD-ROM、またはWeb上のファイルの場所からBIOSを更新
することができます

BIOSTAR BIO-Flasher

Note

» こ の ユ ー テ ィ リ テ ィ ー は 、 F A T 3 2 / 1 6 フ ォ ー マ ッ ト で シ ン グ ル パ ー テ ィ シ ョ ン の

ス トレ ー ジ デ バ イ ス の み 使 用 可 能 で す 。

» BIOSを更新中は絶対に電源を切ったりリセットをしないでください。高確率で故障の原因となります。

BIOSTAR BIO-FlasherでBIOSをアップデートする

1. Webサイトにアクセスして、マザーボード用の最新BIOSファイルをダウンロードします。

2. BIOSファイルをUSBフラッシュドライブにコピーして保存します。(FAT/FAT32フォーマットのみ対応)

3. BIOSファイルが入ったUSBドライブをUSBポートにコピーして挿入します。

4. 電源を入れるか、コンピュータをリセットしPOST処理中に<F12>を押します。

5. POST画面に入ると、BIO-FLASHERユー

ティリティーがポップアップします。<fs0>を

選択して、BIOSファイルを検索します。
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6. 適切なBIOSファイルを選択すると、BIOS

アップデート続行の確認画面が出ます。

「はい」を選択してBIOSのアップデートを開始します。

7. BIOSのフラッシュが完了した後、システムの再
起動を求めるダイアログが表示されます。<Y>
キーを押してシステムを再起動します。

8. システムが起動し、全画面ロゴが表示されている間に、

<DEL>キーを押してBIOSセットアップに入ってください。

BIOSセットアップに入ったら、<Save & Exit>に進み、<Restore Defaults>機能

を使って最適化されたデフォルトをロードし、<Save Changes and Reset>を選択

してコンピュータを再起動してください。以上でBIOSアップデートは完了です。

BIOSアップデートユーティリティー (インターネット経由)

1. DVDドライバーからBIOSアップデートユーティリティーをインストールします。

2. この機能を利用する前に、システムがインターネットに接続されていることを確認してください。

3. BIOSアップデートユーティリティーを起動し、

メイン画面の「オンラインアップデート」ボタンを
クリックします。

4. BIOSアップデートを開始するための確認のダイヤ

ログが表示されます。「はい」をクリックして、オンラ
インアップデートの手順を開始します。
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5. 新しいBIOSバージョンがある場合は、

ユーティリティーがそれをダウンロードするように求
めてきます。「はい」をクリックして次に進みます。

6. ダウンロードが完了すると、BIOSのプログラム(アッ
プデート)を行うかどうかを確認が表示されます。

「はい」をクリックして次に進みます。

7.アップデート処理が終了すると、システムの

再 起 動 を 求 め ら れ ま す 。「OK」をクリックして
再起動します。

8. システムが起動し、全画面ロゴが表示されている間に、<DEL>キーを押して
BIOSセットアップに入ってください。BIOSセットアップに入ったら、<Save &
Exit>に進み、<Restore Defaults>機能を使ってOptimized Defaultsをロードし、
<Save Changes>と<Reset>を選択してコンピュータを再起動してください。以上
でBIOSアップデートは完了です。

BIOS アップデートユーティリティー (BIOSファイル経由)

1. DVDドライバーからBIOSアップデートユーティリティーをインストールします。

2. http://www.biostar.com.tw/ から適切なBIOSをダウンロードします。

3. BIOS更新ユーティリティーを起動し、メイン画面の
「BIOSの更新」ボタンをクリックします。

4. BIOSのアップデートを開始するための同意を求める
警告メッセージが表示されます。

「OK」をクリックして、アップデート手順を開始します。

http://www.biostar.com.tw/
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5. システム内のBIOSファイルの場所を選択

します。適切なBIOSファイルを選択し、

「開く」をクリックしてください。

数分かかりますが異常ではありません。

6. BIOSアップデート処理が終了したら、

「OK」をクリックしてシステムを再起動します。

7. システムが起動し、全画面ロゴが表示されている間に、<DEL>キーを押して

BIOSセットアップに入ってください。

BIOSセットアップに入ったら、<Save & Exit>に進み、<Restore Defaults>機能

を使って最適化されたデフォルトをロードし、<Save Changes and Reset>を選択

してコンピュータを再起動してください。以上でBIOSアップデートは完了です。

BIOS のバックアップ
BIOSのバックアップのために、メイン画面

のBackup BIOSボタンをクリックし、シス

テム内の適切な場所を選択し、

BIOSのバックアップファイルを保存します。
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3.3 ソフトウェア

ソフトウェアのインストール

1. セットアップDVDを光学ドライブに挿入します。オートラン機能が有効になっている場合

は、ドライバーのインストールプログラムが表示されます。

2. ソフトウェアのインストールを選択肢、それぞれのソフトウェアのタイトルをクリックします。

3. 画面の指示に従ってインストールを完了させます。

ソフトウェアの起動

インストールが完了すると、デスクトップにソフトウェアのアイコンが表示されます。アイコンをダブルクリック
して起動します。

» 以下のソフトウェアに関する情報や内容は、予告なく変更されること場合があります。製品品質向
上のために本書記載に関係なくソフトウェアの改良を行っている場合があります。

» 以下に記載されている情報や写真は、あくまでも本書作成時の参考情報です。実際の情報や
ボード上での設定は、この説明書とは若干異なる場合があることをご了承ください。

BIOScreenユーティリティー
このユーティリティーでは、簡単にユーザー好みのブートロゴを設定することがで
きます。BMPファイルを使用してオリジナルブートロゴ画面をカスタマイズすることが可能です。

注釈

以下のステップの指示に従って、ブートロゴを更新してください。

• 画像をロード：ブートロゴとして画像を選択します。

• 変換：BIOS用に画像を変換し、結果をプレビューします。

• BIOSを更新：BIOSメモリーに画像を書き込み、更新を完了します。
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RACING GT EVO
RACING GT EVOは、複数のBIOSTARユーティリティを統合しさまざまなユーティリ
ティをシームレスに設定できるソフトウェアです。

Note

» RACINGGT EVOのメニュー内容は、ご購入されたマザーボード製品により若干異なります。

» ソフトウェアのインストールま た は削除が完了したら、パソコンを再起動してください。

System information
このタブには、基本的なシステム情報の概要が表示されます。

1. Crocks：コア速度、倍率、バス速度が表示されます。

2. Motherboard：マザーボードの情報が表示されます。

3. Processor：CPUの情報が表示されます。

4. Memory：メモリーの情報が表示されます。

» メモ リースロットのボ タン をクリックして、メモ リースロット別の情報を表示できま す。
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SmartEAR
Smart EARは、システムのボリュームをコントロールし、インピーダンス設定 ロー/ハイゲイン を

調節して、ヘッドフォンのパフォーマンスを最適化することができます。高品質で素晴らしいサ
ウンドを簡単に楽しむことができます。

必要条件:
1. フロントオーディオ出力端子を備えたPCケース
2. イヤホンまたはヘッドフォン
3. Windows 10(64bit) / 11(64bit)

インストールガイド：
1. PCケースのフロントオーディオケーブルがマザーボードのフロントオーディオヘッダーに正し

く接続されていることを確認してください。
2. ドライバ DVDからRACING GT EVOをインストールします。
3. イヤホンまたはヘッドフォンをシャーシのフロントオーディオジャックまたは、背面のオーディ

オラインアウトポートに接続します。
» AC’97のフロントオーディオ出力ケーブルが勝手に認識される場合は、「フロントパネルジャッ
ク検出」の設定を無効にしてください。この設定はOS上のサウンド設定で確認できます。

1.Volume Control Knob:ノブを時計回りまたは反時計回りに回すことにより、ボリューム
を細かく調整し、システムボリュームを増減させることができます。

2.Mute:システムサウンドを無効にします。

3.Gain （ハイ/ローゲインスイッチ）:低インピーダンスのヘッドフォンの場合はゲインス
イッ チをローに、高インピーダンスのヘッドフォンの場合はハイに設定してください。
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GT Touch
GT Touchでは、Windows環境でRACING GT EVOを実行時に、システムの動作モードを
ノーマル、ECO、スポーツモードの3種類から選択することができます。

1. Normal：消費電力とシステムパフォーマンスのバランスをとります。

2. Eco：システムパフォーマンスを少し落とすことで消費電力を減らしECO動作にします。

3. Sport：システムパフォーマンスを最高レベルにし動作速度を向上させます。
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Vivid LED DJ
Vivid LED DJは、ARMOR GEAR、RGB LEDデバイスの配色を設定できます。

1. LED COMMANDER : LEDモードを選択できます。

• Default：デフォルトのLED設定

• RAZER : RAZERアプリに接続して、マザーボードのLEDを同期できます。

» RAZERモードを使用する場合、 RACING GT EVOをオフにすると、LED照明がデフォルトの状態に戻ります。

» RAZERモードは、RAZERソフトウェアとの接続を通じてLED照明の同期を実現します。

» RAZERモードを使用するには、RAZERソフトウェアをインストールする必要があります。RAZER ICONは、ソ

フトウェアのインストール後に表示されます。

» RAZERモードを使用する場合は、RAZER関連デバイスおよび周辺機器を使用する必要があります。

» RAZER関連情報は、RAZER公式Webサイトにてご確認ください。

• RGB Sync : LEDタイプの項目設定を同期できます。

2. LED TYPE : LED設定をする箇所を選択します。

• System : システムLED（ RACING GT EVO ）

• 12V LED : 12VLED（12V_LEDデバイス）

• 5V LED : 5VLED,ARGB（5V_LEDデバイス）

• Memory Sync : RGB LED搭載のメモリ（メモリLED）

3.ON/OFF : VIVID LED機能を有効または無効にします。

4.ON/OFF : 個別にLEDを有効または無効を選択できます。

5.Color Palette : LEDを任意の色に選択できます。

6.LED Brightness Bar : LEDの明るさを調節できます。

7.Auto : LEDカラーパレットとLEDの明るさを自動的に変更します。

» Autoを選択すると、 カラーパレットと L E D 輝度バーが無効になります。
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8. LED SPARKLE : LEDの発光パターンを選択することができます。

• Permanent : LED常時点灯

• Shine : 一定のリズムで点滅

• Breath : 呼 吸 のようにゆっくりと 点 滅

• Shine & Music : システムで再生されている音楽に合わせてLEDが点滅します。

» RACING GT EVOを使用する前に、スピーカーまたはイヤホンがオーディオジャックに正しく接続されていることを確

認してください。

• Meteor : 流れ星のように、流れるようなLED発光

• Wave : 水の波のようなゆらぎのLED発光

• Starry sky : 星空のような煌めきLED発光

• Lightning : LEDが特定の周波数で点滅、閃光し、スライドします。

• Rainbow : LEDが眩いばかりのカラフルなリズムで点灯します。

• Aurora : LEDが柔らかい光を示し、軽く点滅します。

9. High/Low Speed Switch :ちらつき速度を制御することができます。

Note

» VIVIDLED DJのユーザーは、異なる点滅モード(LEDSPARKLE)で4つのLEDライトゾーンを独立してコ

ントロールすることができます。
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A.I Fan
A.I FANユーティリティーは、ユーザーがファンの動作モードをよりカスタマイズでき

るようにし、温度を自動的に検出してファンをプロファイルされた速度で動作させ、最適な冷却性能を提
供します。

1. Temperature:現在のCPU及びシステムの温度を表示します。

2. CPU FAN/ CPU OPT RPM & SYSTEM1/2/3 RPM & MOS FAN RPM:ボタンをクリックして設定します。

CPUファン、システムファン、MOSファンのステータス値を表示します。
» 表示項目は、実際のマザーボード製品の表示を参考にしてください。

3. Default : 1つの項目の変更値をデフォルトに戻します。

4. PWM/Temperature Panel : CPUとシステム温度に対応するファンのPWM値に応じて、ファンの速度

を調整します。
» 好みに応じて調整することができます。

User Selection:ファンのプロパティを設定すると、実際の選択操作を制御します。

• Auto : 自動検出モードを調整します。

• DC : 直流(DC)モードを調整できます。

• PWM : パルス幅変調(PWM)モードを調整します。

6. Control Mode : ファンのモードを制御します。

• Quiet : 静音モードを有効にします。

• Aggressive : アグレッシブモードを有効にします。

• Manual : マニュアルモードを有効にします。

• Full on : フルオンモードを有効にします。
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H/W Monitor
HW Monitorタブでは、ハードウェアの電圧、ファンの回転数、温度をモニタリングすることができます。

1. CPU Temperature/System Temperature/ MOS Temperature:現在のCPUとシステムの温度、MOS温

度を表示します。

2. Fan:現在のファンの速度を表示します。

3. Voltage:現在のCPUとメモリーの電圧を表示します。

4. Current: 電源ユニットの12V、CPU、CPUGTの電流値を表示します。
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OC/OV
OC/OVタブでは、OC/OV 設定プロファイルの保存またはロード、システム周波数および電圧設定の変更が
可能です。

1. OC : オーバークロックプロファイルの値を調整します。

2. OV : 電圧プロファイルの値を調整します。

3. Default : 変更内容をデフォルトに戻します。

4. Apply : 変更内容を適用します。

5. Load : ファイルからプロファイルの値をロードします。

6. Save : プロファイルの値を保存します。

Note

» CPUには同モデルでも細かい個体差があり、同じ設定にしても、どれでも一定のオーバーク

ロックパフォーマンスの発揮や成功をするわけではありません。

» オーバークロックは上級者向けで、かつ保証対象外の使用方法です。オーバークロックによって

引き起こされたハードウェアの損傷については、メーカー・正規代理店・販売店は一切責任を負い

ません。また本書は、オーバークロックの性能を保証するものではありません。
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About
Racing GT EVOのバージョン情報を表示するメニューです。
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チャプター 4: 役立つ情報

4.1 ドライバーのインストール
オペレーティングシステムをインストールした後、システムのパフォーマンスを向上させるた

めに、フルセットアップドライバーDVDを光学ドライブに挿入し、ドライバーをインストール

してください。DVDを挿入した後、次のウィンドウが表示されます。

セットアップガイドは、お使いのマザーボードとオペレーティングシステムを自動検出します。

A. ドライバーのインストール

ドライバーをインストールするには、ドライバーのアイコンをクリックしてください。セットアップガイドには、お使いのマザー
ボードとオペレーティングシステムに対応したドライバーがリストアップされています。各デバイスドライバーをクリックすると、
インストールプログラムが起動します。

B. ソフトウェアのインストール

ソフトウェアをインストールするには、ソフトウェアアイコンをクリックしてください。セットアップガイドにお使いのシステムで利
用可能なソフトウェアが一覧表示されますので、各ソフトウェアのタイトルをクリックしてインストールプログラムを起動します。

C. マニュアル

本冊子マニュアルとは別に、ドライバーDVDにもマニュアルを用意しています。マニュアルのアイコンをクリックして、利用可
能なマニュアルを参照してください。

Note

» ドライバーDVDを挿入してもこのウィンドウが表示されない場合は、ファイルブラウザーで光学ドライブの下にある

SETUP.EXEファイルを探して実行してください。

» マニュアルファイルを開くには、Acrobat Readerが必要です。Acrobat Readerの最新版を

http://get.adobe.com/reader/ からダウンロードしてください。

» イラストに使用されているマザーボードは、実際の製品とは異なる場合があります。

http://get.adobe.com/reader/
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4.2 AMI BIOS ビープコード

Boot Block のビープコード

POST BIOSのビープコード

ビープ音の数 説明

継続的 メモリーサイジングエラーまたはメモリーモジュールが見つからない

ビープ音の数 説明

1 起動に成功しました。

8 ディスプレイメモリーエラー（システムビデオアダプター）

4.3 AMI BIOS のポストコード
コード 説明

10 PEIコアを開始しました

11 プレメモリーCPUの初期化を開始

15 プレメモリーノースブリッジ初期化開始

19 プレメモリーサウスブリッジ初期化開始

2B メモリーの初期化 シリアルプレゼンスディテクト(SPD)データ読み込み

2C メモリーの初期化 メモリーの有無の検出

2D メモリーの初期化。メモリータイミング情報のプログラミング

2E メモリーの初期化。メモリーの設定

2F メモリーの初期化（その他）

31 メモリインストール完了

32 CPUポストメモリー初期化開始

33 CPUのポストメモリー初期化。キャッシュの初期化

34 CPUのメモリー後の初期化。アプリケーションプロセッサ(AP)の初期化

35 CPUのメモリー後の初期化。ブートストラッププロセッサ(BSP)の選択

36 CPUのポストメモリー初期化。システム管理モード（SMM）初期化

37 ポストメモリーノースブリッジ初期化開始

3B ポストメモリーノースブリッジ初期化（ノースブリッジモジュール固有）

4F DXE IPL開始

60 DXEコア開始

F0 ファームウェアによるリカバリー条件（オートリカバリー）

F1 ユーザーによるリカバリー条件の発動（強制リカバリー）

F2 リカバリー処理開始

F3 リカバリーファームウェアイメージが見つかりました

F4 リカバリーファームウェアイメージを読込中

E0 S3レジュメがステアされる（S3レジュメPPIがDXE IPLで呼び出される）

E1 S3ブートスクリプトの実行

E2 グラフィック機能の再起動

E3 オーエスエススリーウェイクベクトルコール

60 DXEコア開始

61 ＮＶＲＡＭ初期化

62 サウスブリッジランタイムサービスのインストール

63 CPU DXE初期化開始

68 PCIホストブリッジ初期化

69 ノースブリッジDXE初期化開始

6A ノースブリッジDXE SMM初期化開始
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コード 説明

70 サウスブリッジDXE初期化開始

71 サウスブリッジDXE SMM初期化開始

72 サウスブリッジデバイスの初期化

78 サウスブリッジDXE初期化（サウスブリッジモジュール固有）

79 ACPI モジュールの初期化

90 ブートデバイス選択(BDS)フェーズが開始されます。

91 ドライバー接続開始

92 PCIバスの初期化を開始

93 PCIバスホットプラグコントローラの初期化

94 PCIバス列挙

95 PCI バスリクエストリソース

96 PCI バス割り当てリソース

97 コンソール出力デバイスの接続

98 コンソール入力デバイスの接続

99 スーパーIO初期化

9A USB初期化を開始します。

9B USBリセット

9C USB検出

9D USBイネーブル

A0 IDEの初期化が開始されます。

A1 IDEリセット

A2 IDE 検出

A3 IDEイネーブル

A4 SCSI初期化が開始される

A5 SCSI リセット

A6 SCSI 検出

A7 SCSIイネーブル

A8 パスワードを確認するための設定

A9 設定開始

AB 設定入力待ち

AD Ready To Bootイベント

AE レガシーブートイベント

AF 終了ブートサービスイベント

B0 ランタイム設定 仮想アドレス MAP 開始

B1 ランタイム設定 仮想アドレス MAP 終了

B2 レガシーオプションROM初期化

B3 システムリセット

B4 USBホットプラグ

B5 PCIバスホットプラグ

B6 NVRAMのクリーンアップ

B7 コンフィグレーションリセット（NVRAM設定のリセット）



4.4 トラブルシューティング

問題 解決策

1. システムに電源が入っていない。電源LEDが光らない、

電源のファンが動作しない。

2. キーボードのインジケーターLEDが光らない。

1.電源ケーブルがしっかりと差し込まれていることを確認してく
ださい。

2.ケーブルを交換します。

3.テクニカルサポートへ連絡してください。

システムが動作していない。キーボードのLEDは点灯してい
て、電源インジケーターランプが点灯し、HDDが動作している。

DIMM の両端へ均等に力ををかけ、モジュールが所定の位
置に収まるまでしっかりと押し下げます。

システムがハードディスクドライブから起動しないが、
光学ドライブから起動することができる。

1.ディスクからディスクコントローラボードまでのケ

ーブルを確認します。両端がしっかりと差し込まれていること
を確認してください。標準のCMOS設定でドライブのタイプを
確認してください。

2.ハードディスクドライブのバックアップは非常に重

要です。ハードディスクはとてもデリケートで、いつ

でも故障する可能性があります。

システムが光学ドライブからしか起動しません。ハードディ
スクは読み込み、アプリケーションも使えるが、システムは
ハードディスクからの起動に失敗する。

1.データやアプリケーションファイルをバックアップします。

2.ハードディスクドライブを再フォーマットします。バックアップ
ディスクを使用して、アプリケーションや

データを再インストールします。

画面メッセージに、"無効な設定 "または "CMOS 失敗 "と
表示される。

システムの機器を確認します。正しい情報が設定され
ていることを確認してください。

2台目のハードディスクドライブをインストールした後、システ
ムが起動できない。

1.マスター/スレーブジャンパを正しく設定してください。

2. SETUP プログラムを実行し、正しいドライブタイプを選択し

ます。他のドライブとの互換性については、ドライブメーカー
に問い合わせてください。

CPU の温度超過
電源を入れて数秒後にシステムが勝手にシャットダウンする場合は、CPU保護機能

が働いていることを意味します。

CPUの温度が異常になると、CPUの損傷を防ぐためにマザーボードが自動的にシャッ

トダウンし、システムが再び電源を入れられなくなることがあります。

この場合は、再度確認してください：

1. CPUクーラーの表面がCPUの表面と均等に配置されているか。

2. CPUファンが正常に回転しているか。

3. CPUファンの回転数がCPUの動作状況に合っているか。

確認後、以下の手順でCPU保護機能を解除してください。

1. 電源から電源コードを数秒間外します。

2. 数秒間待ちます。

3. 電源コードを差し込み、システムを起動します。

または、以下の方法があります：

1. CMOSデータをクリアします。(「CMOSヘッダーを閉じる：JCOS1」セクションを参照)

2. 数秒間待ちます。

3. 再びシステムの電源を入れます。
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4.5 Intel® Optane™ Technology (3D XPointメモリーを搭載) 
Intel® Optane™テクノロジーを使用すると、プロセッサーのパワーを最大限に引き出すことができ
ます。この機能は高速で安価な不揮発性の優れたストレージ・メモリーが必要です。 Intel® 
Optane™テクノロジーは、ビッグデータ、ハイパフォーマンス・コンピューティング、仮想化、スト
レージ、クラウド、ゲームなど多くのアプリケーションに革命をもたらす可能性を秘めています。

特徴とメリット :
• 大規模なインメモリー・データベース
• 高速システム回復
• 低遅延
• 高い耐久性

Intel® Optane™の要件：
• Intel® Optane™メモリーまたはストレージ
• Intel® 第12世代コアCPU
• Intel® Optane™テクノロジーに対応したポートにIntel® Optane™テクノロジーまたはスト

レージを取り付けてください。(詳細は4ページ参照)
• Intel® Rapid Storageテクノロジー・ドライバーをインストールしIntel®Optane™を有効にし ます。
• UEFI OSがインストールされていない場合、 Intel® Optane™テクノロジーを利用できな

い場合があります。


